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7月25日 １　道の駅「雫石あねっこ」の周辺整備について
　道の駅「雫石あねっこ」は平成13年８月に道の駅として登録認定された施設で、平成29
年には「道の駅大賞2017（東北編）」で第１位を獲得するなど、本町の観光産業の中心と
なる施設となっております。本施設は、本来の役割である休憩施設及びトイレ情報施設に
加え、産直施設及び温泉施設、さらには隣接する小柳沢砂防公園にはオートキャンプ場も
有するなど、総合交流ターミナル施設として、平成29年には年間約57万人のお客様を迎え
ております。特にもオートキャンプ場の利用者は道の駅の産直施設及び温泉施設を利用す
るなど相乗効果も生まれ、人気のキャンプ場となっております。
　令和３年度のオートキャンプ場を含めた道の駅全体の売り上げは、令和２年度より増加
したものの、依然コロナ前の状況を大きく下回っており売り上げ回復には至っておりませ
ん。感染症収束後に賑わいを取り戻し、さらなる交流人口を創出するためには、以下の２
点が必要と考えます。
　１点目は、「砂防公園のリノベーション」についてです。平成14年７月から使用してい
るオートキャンプ場は外灯に水銀ランプが使用されるなど、施設全体の老朽化が進んでお
ります。また、平成25年度豪雨災害の影響も見られますので、安全確保を含めた施設全体
のリノベーションが必要と考えます。
　２点目は「雫石川の河川整備」についてです。砂防公園下流側には、雫石川を挟んで道
の駅「雫石あねっこ」が隣接しておりますが、この雫石川が増水し道の駅対岸側の護岸を
濁流が浸食したことで、道の駅の「給湯管」及び「給水管」の一部が露出するなど、豪雨
災害時には大きな影響がありました。豪雨への備えはもちろんですが、道の駅「雫石あ
ねっこ」及び周辺施設へさらなる賑わいを創出するための河川整備も必要と考えます。
以上、小柳沢砂防公園及び隣接する道の駅「雫石あねっこ」を含む周辺施設が本町の観光
産業の中心として、新型コロナウイルス感染症収束後のさらなる賑わいの創出を目指すた
めには、「砂防公園のリノベーション」及び「雫石川の河川整備」が必要なことから、施
設整備へのご助言とご支援を要望いたします。

　１点目の「砂防公園のリノベーション」については、県で砂防公園は、平
成10年度～平成13年度に地方特定河川等整備事業で公園を整備し、平成14年
度から貴町に管理していただいており、整備から20年が経過しています。
　県では、定期的に施設点検を行い、施設の損傷が確認された箇所について
は修繕を行ってきたところです。施設の更新・改修に当たっては、貴町の意
見を踏まえて「砂防公園のリノベーション」について検討を進めており、令
和４年度からは公園外灯を改修する予定です。（Ａ）
　２点目の「雫石川の河川整備」については、平成25年８月の豪雨により被
害を受けた雫石川河岸の保全対策については、家屋等への浸水被害のおそれ
がないことから、河川巡視等により注視していくとともに、今後、復旧の必
要が生じた場合には、砂防公園や道の駅の賑わい創出という観点を踏まえ、
貴町の御意見も伺いながら対応方針を検討していきます。（Ｂ）
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7月25日 ２　１級町道滝沢・安庭線 昇瀬橋架け替え事業への財政的、技術的支援について
　国道46号の赤渕地内に接続する１級町道滝沢・安庭線の起点に位置し、雫石川に架橋さ
れている「昇瀬橋」について、当町が実施する架け替え事業に対し、広域的見地からこの
路線の必要性、重要性、通行の現状、緊急性等に鑑み、県の補助事業としての継続御支援
を強く要望いたします。
１．橋梁の必要性
　昇瀬橋が架かる1級町道滝沢・安庭線は、住民の生活通行はもとより岩手・秋田双方から
の広域物流や観光交流に大変重要なルートであります。また、本町の地域防災計画におい
ては「緊急輸送道路」に指定され、災害時の避難・救助をはじめ、物資供給等の応急活動
において重要な路線と位置付けています。
　現在の昇瀬橋は、架橋後58年が経過しており、老朽化も著しく、幅員も4.6 ｍと狭いた
め、大型車両の通行も多い現状で橋上でのすれ違いができず、橋の手前でのすれ違い待ち
が日常的に発生し、有事の際の緊急車両の迅速な通行にも支障をきたす状況であります。
また、橋脚部分についても、令和元年度実施した法定点検の結果、「健全性Ⅲ（早期措置
段階）」と判定されるなど、老朽化が著しく進行していることから、安全な通行のために
は、必要な橋梁の幅員を確保し、橋脚部分についても根本的に再整備する必要に迫られて
おります。
２．架け替えの緊急性
　平成25年の豪雨災害では本路線が国道46号の迂回路として、また、近隣集落の孤立を防
ぐ避難路として重要な役割を担ったことから、頻発する豪雨災害に備える必要がありま
す。
　また、昇瀬橋が架かる雫石川の西側上流にある秋田駒ケ岳は、40年といわれる噴火周期
に対し前回の噴火からはすでに50年が経過し、近年も火山活動の活発化が報告されてお
り、噴火の際は火砕流や火山泥流の発生が予想されております。
　これらすぐにも発生し得る大規模自然災害に際し、近隣住民の緊急避難路及び JR田沢湖
線など周辺施設に関連する緊急車両通行の確保のため、強靭な構造として緊急に架け替え
る必要があります。

 要望の昇瀬橋については、老朽化が著しく進行しているほか、幅員狭小の交
通隘路となっていることから、早急に架替えが必要な箇所であると認識して
います。
　本路線は、過去の災害時に国道46号の迂回路として機能するなど、県全体
の道路ネットワークの強化に資する路線と考えられることから、令和３年度
から市町村道整備事業補助金による財政的支援を実施しています。
　また、令和２年度から貴町が実施した橋梁設計に係るコンサルタントとの
協議に県の職員が同席して専門的なアドバイスを行ってきたほか、令和３年
度からは、橋梁架替工事の監督業務に対する技術的支援を行っているところ
であり、引き続き必要な支援を行っていきます。(A)

盛岡広域
振興局

土木部 Ａ：
１

３．現在までの進捗状況
　架け替え事業に関連する用地交渉・土地買収、施工時作業予定範囲に含まれる影響関係
者への物件移転補償、漁業権所有者など利害関係者との調整は既に終了しており、令和２
年度修正再設計成果図書に基づき（当初詳細設計は平成２７年度完了）、令和３年度から
工事を実施しております。
　当初工事契約履行期間は令和３年度から令和５年度までの３カ年度を設定しており、各
年度別事業内訳内容については、令和３年度は仮橋架設/既設橋撤去/新橋下部工、令和４
年度に新橋下部工/新橋上部工（製作・架設）、令和５年度には新橋上部工（床版・橋面）
/道路改良・仮橋撤去等を予定しております。
　これら複数年度に跨る橋梁架け替え工事を行うにあたり、町として事業の完遂に全力で
取り組む所存でありますが、工種が多岐にわたり施工の難易度も高く、また、相当な工期
と費用を要する事業であることから、今後とも継続的な財政的・技術的支援を賜り、円滑
に事業が進捗し、安心安全で利便性の高い交通網が早期に実現できるよう、要望いたしま
す。
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7月25日 ３　一般県道雫石東八幡平線（通称「よしゃれ通り」区間）の道路改良について
　一般県道雫石東八幡平線のうち、雫石町中町交差点と上町交差点の区間延長約 500ｍ
（通称「よしゃれ通り」）は、平成22年度に盛岡広域振興局土木部から県道雫石東八幡平
線沿道整備計画検討業務「岩手県まちば再生支援事業」として、景観への配慮やまちなみ
形成、地域の活性化施策と連動した道路改良とするため、地元商店主や住民等を集めワー
クショップを開催し、活性化の一つの手段として情報紙の発行や霊灯り等に取り組んだと
ころです。
　県主導のワークショップは平成23年の東日本大震災後に、一旦休止されましたが、平成
25年度から早稲田大学（古谷誠章研究室）を交えたワークショップが再開され、改めてよ
しゃれ通りの活性化について行政、住民、事業者がそれぞれ何ができるかを検討し、「平
成25年度よしゃれ通りまちづくりワークショップ報告書」として課題解決のための提案項
目がまとめられました。
　この提案項目実現のため、平成26年度以降は町単独で「よしゃれ通りまちづくり推進会
議」及び「よしゃれ通り活性化委員会」を立ち上げ、比較的取り組みやすい提案項目から
実現を図るため協議を進め、平成30年度に「流雪溝的機能を持つ側溝改修による歩道と車
道のフラット化」、「歩道幅員を1.25ｍに拡幅」、「歩道と車道の着色による明確化」に
より走行車両のスピードを抑制し、歩きやすい歩行空間を確保する道路改良について盛岡
広域振興局へ要望し、令和元年度には歩道空間を1.0ｍに拡幅していただいたところです。
　その後も盛岡広域振興局のご協力を得ながら、よしゃれ通りまちづくり推進会議にて協
議を進め、令和２年度において要望内容について精査、検討を重ねた結果、令和３年度か
ら「側溝蓋改修による歩道と車道のフラット化」、「除雪対策の徹底」、「歩道と車道の
着色による明確化」を要望内容とし、同年度には歩行部分への着色（グリーンベルト）施
工していただいたほか、令和４年度は側溝の改修（岩手銀行～まちおこしセンター前の左
右約70ｍ）を施工していただけると伺っております。
　今後においても、当該県道は老朽化による側溝蓋の破損が著しいことから、町が地域住
民等関係者と地域の活性化及び安全確保の取り組みを継続することはもちろんのこと、県
におかれましても、当該地域の現状を御理解いただき、継続して側溝蓋の改修を重点的に
早期の道路改良を実現していただけるよう要望いたします。

　「歩道と車道の着色による明確化」については、令和元年度に路面標示等
を試行し、令和３年度には試行結果と地元の意見を踏まえながら、歩行空間
にカラー舗装を実施しました。
　また、「除雪対策の徹底」については、町、地元住民等関係者からの意見
を踏まえ、連携を図りながら除雪を実施していきます。
　「側溝蓋改修による歩道と車道のフラット化」については、令和４年度か
ら側溝の改修に着手しており、順次整備を進めていきます。(A)

盛岡広域
振興局

土木部 Ａ：
１
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7月25日 ４　一般県道雫石東八幡平線（長山地内の通学路区間）の歩道整備について
　長山地内の一般県道雫石東八幡平線の歩道整備につきましては、ＪＡ新岩手（旧）西山
支所付近約300ｍ区間について整備を進めていただき、令和２年度に工事が完了していると
ころですが、現在事業着手していただいている南側の未整備箇所の早期完了について引き
続き要望いたします。
　この付近は、町立西山小学校の通学路になっており、学校をはじめ、地域から強く要望
を受けているところであります。
  第11次交通安全基本計画（中央交通安全対策会議、令和３年３月策定(令和３年度から令
和７年度までの５か年計画)）において、基本理念として「人優先の交通安全思想」が掲げ
られ、「全ての交通について、高齢者、障がい者、子供等の交通弱者の安全を、一層確保
することが必要。交通事故がない社会は、交通弱者が社会的に自立できる社会でもある。
「人優先」の交通安全思想を基本とし、あらゆる施策を推進する。」とされているところ
であります。
　また、当該箇所は、平成24年４月以降、全国で登下校中の児童が巻き込まれる交通事故
が相次いだことから、国土交通省、文部科学省、警察庁の３省庁が連携し、学校、教育委
員会、道路管理者、所轄警察署などの関係機関が協働で、緊急合同点検を実施した結果、
危険箇所として指摘を受け、「雫石町交通安全プログラム」にて公表されている区間でも
あります。
　このことから、道路を通行する児童をはじめ、歩行者の安全を確保するため当該区間の
歩道整備の早期完了について要望いたします。

　歩道整備については、県内各地から多くの要望があり、必要性、緊急性等
を考慮しながら順次整備を進めており、ＪＡ新岩手（旧）西山支所付近約
300mの区間については、令和２年６月に歩道整備が完了したところです。
　要望の箇所については、令和４年度は、歩道設置工事を行っており、引き
続き整備を推進していきます。(A)

盛岡広域
振興局

土木部 Ａ：
１
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7月25日 ５　一般県道雫石東八幡平線（国道46号谷地交差点から上町交差点までの区間）の拡幅改
良について
　一般県道雫石東八幡平線のうち、国道46号谷地交差点から上町交差点の区間延長約900ｍ
について、広域的見地からこの路線の必要性、重要性、通行の現状、緊急性等を鑑み、道
路の拡幅改良を要望いたします。
１．道路拡幅改良の必要性
　本路線は、西山地区から町中心市街地につながる大変重要なルートであり、町民の日常
生活道路としてはもとより当町の地域防災計画においては「緊急輸送道路」に指定され、
災害時の避難・救助をはじめ物資供給等の応急活動において重要な路線と位置付けている
ことに加え、沿線には町立雫石診療所があり、救急車等の緊急車両が診療所へアクセスす
る主要路線となっております。しかしながら、当該区間の現道は全体的に幅員が狭小なこ
とに加え、谷地地内には坂道かつ急カーブがあり、特にも冬季間の凍結路面において円滑
な通行が困難であります。
　また、付近には町立雫石診療所を利用する歩行者の往来が多く、雫石小学校・雫石中学
校・雫石高校の通学路となっておりますが、区間を通じて歩道が整備されていないため歩
行者の安全確保に支障をきたしており、国、県、町ならびに交通安全関係者が合同で実施
している交通安全点検に際して地域住民からも早期の歩道設置実現を求める要望が寄せら
れております。
　さらに、当該箇所は、平成24年４月以降、全国で登下校中の児童が巻き込まれる交通事
故が相次いだことから、国土交通省、文部科学省、警察庁の３省庁が連携し、学校、教育
委員会、道路管理者、所轄警察署などの関係機関が協働で、緊急合同点検を実施した結
果、危険箇所として指摘を受け、「雫石町交通安全プログラム」にて公表されている区間
であります。
　このことから、地域住民の安心・安全と円滑な通行を確保するため、早期の拡幅改良及
び歩道設置について要望いたします。

　国道46号谷地交差点から上町交差点間については、早期の整備は難しい状
況ですが、交通量の推移や公共事業予算の動向等を見極めながら総合的に判
断していきます。（Ｃ）

盛岡広域
振興局

土木部 Ｃ：
1
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7月25日 ６　町道雫石環状線の県道昇格について
　町道雫石環状線の県道認定について、引き続き要望いたします。
本路線は、本町と矢巾町及び滝沢市を結ぶ中心的幹線であり、県が策定した「盛岡地方広
域営農団地整備事業計画」により農道網として整備されました。
整備の目的は、本町の北部、西部、南部を結ぶ主要幹線としての役割と、盛岡広域圏をは
じめ、県南地域と秋田県及び西和賀地域との相互交通を結ぶ、極めて利便性が高い重要な
アクセス路線として整備されたものであります。
　本路線のうち、国道46号交差点から北上し滝沢市へ至る区間については、秋田県方面と
岩手県北部を結ぶ交通路線として、特に大型車等の通行条件が良い本路線及び改良整備が
行われた県道鵜飼滝沢線ルートが利用されており、その利便性から本路線の交通量は年々
増加傾向にあります。
　また、国道46号交差点から南下し県道矢巾西安庭線と合流する区間については、途中か
ら主要地方道盛岡横手線からの車両も加わり、秋田県南及び西和賀町方面と盛岡広域圏及
び岩手流通センターを最短で結ぶルートとなっており、相互通行する業務系車両の通行量
は年々増加の一途をたどっております。
　このことから、広域行政を担う県におかれましては、町道雫石環状線を県南部、県北
部、西和賀地域、そして秋田県を結ぶ広域的幹線道路として位置付けるべき必要性を御理
解いただき、県道として認定していただくことを要望いたします。

　県道昇格については、これまでも市町村間を結ぶ道路など道路法に規定す
る認定要件を具備した路線について、市町村道と県道との交換も行いながら
県道へ昇格してきたところです。
　要望のあった路線については、道路法上の認定要件及び県道と町道との
ネットワークの在り方や県道として管理する必要性などを総合的に判断しな
がら検討していきます。(C)

盛岡広域
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7月25日 ７　需要に応じた米生産及び転作の推進に伴う安定的な農業支援について
　国の食料・農業・農村政策においては、「食料・農業・農村基本法」に掲げる食料の安
定供給の確保、多面的機能の発揮、農業の持続的発展及び農村の振興という四つの基本理
念に基づき施策が推進されているところです。
　このような中、今般の農業情勢においては、農業者や農村人口の大幅な減少やこれに伴
う農地面積の減少や生産基盤の衰退化などに加え、新型コロナウイルス感染症、米価下
落、水田活用の直接支払交付金の見直し、ウクライナ危機に起因する燃油や肥料、資材の
高騰等、農業、農村を取り巻く環境が崩壊の危機に直面している中、生産者は多くの不安
要素を抱えながらも日々の農業生産に勤しんでおります。
　特にも水田活用の直接支払交付金の見直しにおいては、周知期間もなく、翌年の営農計
画に取り組んでいる中でのあまりにも唐突かつ大幅な見直しを示され、農家から戸惑いの
声が多数寄せられております。
　当町においても先般、令和４年３月18日に、「雫石町地域農業再生協議会」「雫石町」
「雫石町議会」の連名にて、農林水産大臣並びに県選出国会議員宛にて『令和４年度水田
活用の直接支払交付金の見直しにかかる要望』を提出したところですが、状況は刻々と厳
しさを増していくものと捉えております。
　つきましては、食料の安定供給を確保するため、生産者が恒久的に安定経営を行い、米
の需給安定及び持続可能な地域農業の維持発展に向け、県においても、本県農業の窮状を
救うべく、国に対し、米の需給安定及び米価下落対策について、より強く働きかけを行っ
ていただくとともに、資材高騰対策等緊急的かつ効果的な支援、機械・設備導入支援の拡
充を要望いたします。

　県では、「水田活用の直接支払交付金」の見直しについて、生産者等から
多くの懸念の声が寄せられていることから、令和４年６月、国に対し、地域
の実態を十分に踏まえた運用とすることや、地域農業に与える影響を丁寧に
検証し、必要な対策を講じることなどを要望したところです。
　また、新型コロナウイルス感染症の影響等により、全国の米の民間在庫量
が増加し、米価が下落していることから、国主導による実効的な過剰用米へ
の対策に加え、主食用米の消費喚起や米粉用米等の利用促進などの需要拡大
対策を講じるよう国に対して要望しています。

　県では、資材価格の高騰に対応するため、肥料の価格動向や流通実態等を
情報共有し、肥料コスト低減策等の検討を行う「県肥料コスト低減推進協議
会」を設置するとともに、土壌診断に基づく適正施肥や堆肥の利用法等をま
とめた「肥料コスト低減技術マニュアル」の活用等により、農業者の肥料コ
ストの低減につながる取組を促進しています。
  また、県独自に、省エネルギー化の取組や配合飼料・肥料の価格上昇、肥
料コスト低減に向けた機械・設備の導入などへの支援策を措置したところで
す。
　さらに、国に対し、燃油、飼料、肥料の価格高騰対策の充実・強化を要望
したところであり、引き続き、自給飼料や有機質肥料の利用など、コスト低
減や価格高騰の影響の軽減につながる対策を進めるほか、原油価格・物価高
騰が本県農業に与える影響を注視しながら、県としてどのような対応が可能
か検討していきます。
　機械・設備導入支援については、「産地生産基盤パワーアップ事業」など
の国庫事業や、県単事業の「いわて地域農業マスタープラン実践支援事業」
により、産地の収益力強化や地域の担い手の確保・育成に取り組んでいると
ころであり、引き続きこうした事業の活用を促進していきます（Ｂ）
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7月25日 ８　南畑コテージむらの活性化について
　南畑コテージむらの活性化に向けて、平成16年５月設立の「いわて銀河ファームプロ
ジェクト連絡協議会」による取り組みを続け、現在「第４期南畑地区活性化方策（平成30
年度から令和４年度）」に基づく活動を行っているところであります。
　令和２年度からは、近年の社会情勢の変化を踏まえ、「いわて銀河ファーム戦略」や
「南畑地区活性化方策」に捉われない、コテージむらの新たな展開に向けた検討を始めて
おり、これまでの取り組みの検証・評価を行いながら、地元住民の代表を交えた意見交換
や、盛岡広域振興局農政部によるラベンダー栽培などの実証試験等が進められているとこ
ろであります。
　また、令和３年度には「南畑地区事業用地利活用検討会議」が設置され、県農林水産部
副部長、農業公社常務理事、雫石町副町長による検討も行われ、新たな利活用策の策定に
向け住民目線と政策目線の２つの視点から今後の取り組みが検討されているところであり
ます。
　今後におきましても具体的な計画策定に向けた検討を重ね、地元住民の意向を大切にし
た利活用方針を決定し、県、農業公社、町の役割と責任を明確にした上で、その実現に向
けて連携して取り組んでいくことを要望いたします。

　南畑地区コテージむらの活性化対策については、いわて銀河ファームプロ
ジェクト連絡協議会を設置し、平成18年度から４期に渡り活性化方策を策定
し、その実現に取り組んできたところです。
　これまで、来訪者の増加や移住促進につなげるため、移住モニターによる
ＳＮＳを活用した地域の魅力発信や景観維持のための環境美化活動に取り組
んできたほか、令和２年度からは植物園整備に向けた実証試験にも取り組ん
でおり、今後もラベンダーやひまわりの栽培に取り組んでいきます。
　県としては、昨年度「南畑地区事業用地利活用検討会議」において、事業
用地の活用策の方向性を取りまとめたことから、今後は、令和４年３月に設
置した「雫石町南畑・コテージむら計画策定検討会議」において、これまで
の取組の検証を行いながら、新たな計画策定に向け、検討を進めているとこ
ろであり、地元住民や「いわて新農業人チャレンジファーム」参加者、「し
ずくいしいきいき体験農園」利用者等の意向を踏まえながら、引き続き、構
成団体と一層緊密に連携し、コテージむらの活性化に向けた取組を進めてい
きたいと考えています。（Ｂ）
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7月25日 ９　県立雫石高等学校の魅力ある学校づくりに対する支援について
　町は、県立雫石高等学校を支援する組織である「雫石高等学校教育振興協議会」に対
し、教育の振興と充実を図るための補助金を交付している他、「雫石高等学校を支援する
会」における教育活動のＰＲ等を支援しています。
県立雫石高等学校は、盛岡ブロックの高校に位置づけられておりますが、雫石町の面積は
608.82㎢と広大で広く中山間地の町が形成されていること、秋田県境に位置しているため
雫石高等学校には秋田県仙北市からの入学者も在学していることからも、様々な教育的支
援を要する中山間地の高校として、その存続に向けた取り組みを進めているところであり
ます。
　雫石町教育委員会では、平成30年度において、雫石高等学校が将来にわたり人口減少の
有効な手立てとして地域に貢献するため、地域で学習する体制を整え、地域との関わりを
強化し、地域に根ざした魅力ある学校づくりを進めることを目的とした「雫石高校将来ビ
ジョン」を策定し、県内国公立大学をはじめとした進学希望者のための学習支援、就職希
望者のための資格取得支援など雫石高等学校の存続のための支援を強化しております。
　また、令和２年度には、「雫石高校将来ビジョンの見直し」を行い、生徒会の役員等を
交えた協議を通じて、雫石高等学校の一層の魅力化促進のために、雫石中学校との交流促
進や町の支援を強化することとし、町外生徒通学定期の全額支援や教科書購入費の全額助
成、制服や運動着の一部助成、給食の副食費の半額助成など令和４年度は約600万円の補助
金等の予算を計上している他、雫石中高生による公営塾を開設し、学び合いを通して基礎
学力の向上や大学進学を目指す新規事業を支援しております。
　さらに今年度は、町長部局を中心とした全庁的な体制の中で、「虹色コンパスキャリア
教育支援事業」など将来の進路を探求する活動を継続して支援するとともに、新規事業と
して、仮称「しずくいし虹の丘留学生」として県外からの入学者を募集し、雫石での生活
や地域活動などに意欲を持つ人材、地域振興につながる人材を育成する事業に取り組むこ
ととしております。
　今後も、岩手県教育委員会をはじめ関係団体及び企業との連携・協働を一層深めなが
ら、雫石高等学校の教育力の向上や生徒の健全育成等、魅力ある学校づくりの支援に向け
て、特段のご配慮を賜りますよう要望いたします。

　貴町の「雫石高等学校教育振興協議会」への補助をはじめ、中学生との交
流、在校生への各種支援等の取組に対し、感謝申し上げます。
　県教育委員会では、令和３年５月に策定した「新たな県立高等学校再編計
画後期計画」に基づき、再編を進めているところでありますが、雫石高校の
ように、学校の存在が地方創生の推進に重要な役割を果たしている地域で
は、自治体と連携した教育活動の充実が進められている現状も踏まえ、後期
計画期間中において一定の入学者のいる１学年１学級校を維持することとし
ています。
　後期計画においては、教育の質の保証と機会の保障に加え、「生徒の希望
する進路の実現」と「地域や地域産業を担う人づくり」を基本的な考え方と
しており、県教育委員会では、令和２年度から主に小規模校を対象として取
り組んできた「高校の魅力化促進事業」を拡充させ、全県展開しているとこ
ろです。
　雫石高校では「虹色コンパスキャリア教育支援事業」等、貴町の支援をい
ただきながら地域理解の学習活動を充実させ、地域と一体となった高校魅力
化を進めているところであります。
　今後も、地域と連携しながら、雫石高校の魅力づくりや地域で活躍する人
材育成等について取り組んでいきたいと考えています。（Ｂ）
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